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午後２時02分開会 

○事務局 それでは、時間になりましたので、ただいまより平成30年度第２回インドワー

クショップを開催いたします。 

 私は、本ワークショップの事務局を務めさせていただきます財務総合政策研究所国際交

流課の池田と申します。後ほど議事進行を座長にお願いするまでの間、当面の進行役を務

めさせていただきます。 

 あらかじめのお断りでございますが、本ワークショップでご議論いただきました内容は、

ご発言いただきました皆様の確認を得た上で、議事録として取りまとめて当研究所のホー

ムページで発表資料とともに公表予定でございます。 

 それでは、本日ご講演いただく岐阜女子大学客員教授、堀本武功先生をご紹介させてい

ただきます。堀本先生は、インド政府奨学生としてインド国立デリー大学政治学研究科を

修了された後、国立国会図書館に入館され、国立国会図書館調査及び立法考査局局長、尚

美学園大学大学院教授、京都大学特任教授、拓殖大学、放送大学客員教授などを歴任され、

現在は岐阜女子大学客員教授を務められています。専攻は国際政治学、地域研究、インド

政治、南アジアの政治、印中関係、印米関係などであり、日本を代表し、国際的にご活躍

されているインド外交研究者でいらっしゃいます。本日は堀本先生より、「南アジアにお

けるコネクティビティ 日本の対印支援」と題し、ご発表をいただきます。 

 ここからは、議事進行を浦田座長にお願いしたいと思います。それでは、浦田先生、よ

ろしくお願いいたします。 

○浦田座長 どうもありがとうございました。よろしくお願いいたします。 

 それでは、早速ですけれども、堀本先生からお話をお願いしたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

○堀本客員教授 ありがとうございます。それでは、早速、時間が大体35分前後というこ

とで、大分コンパクトに、なるべく簡単にお話の概要を進めていきたいと思います。 

 それで、これがインドです。また何回かこの地図についてはお話をしていきます。 

 話のポイントです。コネクティビティというのは連結性とかいろいろな役割があります

が、そのような意味です。本質的には国内外の運輸インフラ（道路、鉄道、港湾）などの
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整備・発展と関連システム。そのような意味では、ヨーロッパでは問題にならない。要す

るにでき上がっているということです。これが一つのポイントです。それで、南アジア、

特にインドの場合はこれがない。 

 もう一つ、この地図を見ておわかりのとおり、インドというのは独特な地政学的なポイ

ント、要衝を占めています。ユーラシア大陸では真ん中、それからインド洋、アラビア海、

ベンガル湾でも真ん中にある。そのような地の利を持っているということが非常に大きな

特性というか、ポイントになると思います。ここに書いてあるように、コネクティビティ

における南アジア、特にインドの中心性ということです。これに対して日本が戦略的な協

力をどのようにやっていくのかということと、総選挙の結果がもうじき出てきますが、そ

れについてお話をしていこうというのが今日の話の大ざっぱなポイントです。 

 コネクティビティというのは、インドの場合にとっては２つの大きな意味があります。

特に現在のモディ政権にとっては大きな。 

 １つは、国内的に見たときに、インドが、モディ政権が2014年に掲げた Make in India

というのがあったと思います。インドでものづくり、Make in India をやる場合の最大の

ポイントの１つは、インフラ整備をどう進めるかということです。インフラがなければ話

にならないということで、明らかにモディ政権もインフラ整備ということを意識して政策

を進めている。これが１つ。それから、今度は国外に目を向けてみると、ご存じのとおり、

インドはルック・イースト政策からアクト・イースト政策というように政策を転換してい

ます。そのときもコネクティビティが大きなポイントになる。ということで、国内の政策、

それから対外政策、両面で見ても、コネクティビティというのは非常に重要な役割、機能、

性格を帯びているということを前提としてお考えいただきたいと思います。 その上で、

コネクティビティですが、「意味合いと現実」。ラグラム・ラジャンという元連邦銀行総

裁の人がモディ首相と反りが合わなくなり、要するに政策上の違いで辞任しました。彼が

何と言っているかというと、「荒廃したインフラ、電力分野、銀行がインドの経済成長上

でボトルネックだ。インフラの整備は経済成長をもたらす」ということを彼は強調してい

ます。事ほどさように、インドにとってはコネクティビティというのは大変大きな意味合

いを持っているということです。 
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 それを具体的に見ていきますと、最初に挙げた地図にあったようにインドは亜大陸です

が、東を向いたときには、まず最初のポイントは近隣ファースト。要するに、近いところ

を大事にする。それから、アクト・イースト政策と東南アジアとの結びつきを考える。イ

ンドの経済成長にはインフラ整備が不可欠だということが１つです。 

 具体的にこれをどのような政策のレベルで進めているかということになると、これは

BIMSTEC といいます。ベンガル湾多分野技術協力イニシアチブというのと、もう一つは

BBIN とよく現地の人は言いますが、バングラデシュ、ブータン、インド、ネパール＝イ

ニシアティブ。これに東北部のインフラがかかわってくるということです。それから、も

う一つ、BCIM というのがあります。これはバングラデシュ、チャイナ、インディア、ミ

ャンマー。この地図で見ると、中国からはここを中心にして、バングラデシュ、ネパール、

この辺を通ってインドに、こういうルートをつくりたい。このルートは、後で出てきます

が、中国パキスタン経済回廊（CPEC）というのがありますが、こちらも出たい。そうした

政策の一環です。 

 そのほか、地図を見ないと何のことかわからないのですが、もう一つ、今進んでいるの

は、Asian Highway。かつて1950年代に進められた、アジアからヨーロッパに至る、それ

の一環のような事業が進められていますし、あるいはここにベンガル、カルカッタがあり

ます。今はコルカタと言いますが、そこから海を通ってミャンマーに行き、ミャンマーの

奥まで入っていくというプロジェクトも進んでいます。具体的に、かなり動きがそれぞれ

出ている。日本でも、よくご存じのとおり、外務省も財務省も、それから JICA でもそれ

に対して協力を進めているということがあります。ですから、今のところはまだスローで

すが、具体的には徐々に徐々に話が進みつつあるということです。 

 それで、インド亜大陸以西、要するにアラビア、中東ですね。それはどうなっているか

というと、これははっきり言うとあまり進んでいません。なぜ進まないかというと、パキ

スタンは、インドが西側に出ていくことについては強く反対し、嫌がります。ということ

なので、具体的に何が起こるかというと、「イスラム協力会議」です。インドは世界のイ

スラム人口の第３位を占めています。しかし、パキスタンが反対して加盟していない。や

っと、風向きが大分最近変わってきまして、今年の３月に OIC の総会があり、初めてイン
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ドの外務大臣スワラージが呼ばれてスピーチをしています。ですから、いずれ、もしかし

たら加盟する可能性がある。加盟すると、インドは西へのコネクティビティ、西への進出

ができます。現在、インドが進めているコネクティビティ政策というのは、一番大きいの

はこれです。厳密に言うと、南北ではなくて北南運輸回廊というのですが、ボンベイを出

て、イランに行っている。ここにチャバハールという、今イランでつくっている港湾があ

ります。72キロ離れたところにグワーダルという、要するに中パ経済回廊のアラビア海に

出た領域、そこの近くにチャバハールというのがあり、ムンバイからそこまで出ていき、

今度はずっとアフガンを通って、いずれはモスクワまで行こうという経済回廊、運輸回廊

が進んでいます。全線の開通はしておりませんが、かなり部分々で大きな進捗が見られま

す。 

 それから、もう一つは、これは日本とインドで進めているアジアアフリカ成長回廊。ど

うもこれは最近関係者から聞いたら、この言葉はもう使っていないと。アジアアフリカ経

済成長回廊（AAGC）というのは言葉としては使っていないという話がありますが、いずれ

にしても、要するにアフリカからアジアに至るこういったコネクティビティを進めていこ

うというのが、この AAGC という回廊です。 

 問題は中国です。中国が南アジアのコネクティビティということを非常に熱心にやって

おります。その１つが、この中パ経済回廊、CPEC です。これは要するに一帯一路政策

（The Belt and Road Initiative）の最大の目玉です。これはまた後で少し触れます。こ

れについてはどのようなことになっているかというと、ここのチベットを通ってパキスタ

ンのこの辺からずっと真っ直ぐに、さきほど申し上げたグワーダルまで、道路と鉄道を伸

ばして運輸回廊をつくろうとしているわけです。これが CPEC です。パキスタンとしては

非常に大歓迎です。CPEC については、当初400億ドルぐらいで始まったのですが、現在の

ところ620億ドルまで膨らんでいます。もちろん、それについてはデットトラップと言わ

れる借金地獄の問題も抱えています。 

 もう一つ、これが進むと何が起こるかというと、印パ関係が緊張する。ESCAP は、この

報告の中で、CPEC がパキスタン支配下のカシミールを通ることは、南アジアの geo-

political──これは訳しにくいので英語を使いましたが、緊張をもたらし、印パ関係の
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緊張をさらに高める可能性があるということを国連も指摘しています。インドにとって中

国やパキスタンの結びつきというのは悪夢なんですね。両国は1960年代から All Weather 

Friendship Relation という言葉が使われています。全天候型友好関係。要するに、何が

あっても両国は経済的・政治的、いろいろな面で友好関係を保つという考え方です。今回、

この CPEC、中パ経済回廊ができたことによって、私の見方では両国関係はほぼ同盟関係

に入った。従来もそうですが、今回のこの CPEC によって事実上の同盟関係に入った。 

 もう一つ、そのために、ご存じのアジアインフラ投資銀行（AIIB）がつくられます。イ

ンドは、一帯一路フォーラムに欠席しました。メンバーにはならなかった。ここがインド

の強かなところなのですが、AIIB の創設メンバーにはなっている。インドは、2017年に

AIIB から15億ドルを借りている最大の融資先大国です。インドというのはなかなかうま

い国で、一方では反対し、一方では自分の利益にあれば話を進めるということです。 

 さらに何が起こるかというと、その下の矢印ですが、「中国はアメリカに代わる次の超

大国の位置取りを狙いつつある」ということを言っています。これは、CIA の今度新しい

長官になった女性の方ですが、彼女が上院の承認ヒアリングを受けたときにどのようなこ

とを言っているかというと、90年代のアメリカでは、中国は民主化を進める、経済自由化

を進める、経済的な発展を遂げていけば、いずれ外交も国内政治も民主化が進むという強

い信念で進められてきた。今になって考えると──これは去年の12月に言った言葉ですが、

これは神話だった。だから、中国の台頭についてはアメリカとしては十分に注意しなけれ

ばならないというのが彼女の主張でした。 

 インド外交の枠組みですが、これを簡単に言いますと、要するにインド外交というのは

なかなかわかりにくい。なぜわかりにくいかというと、さっき言ったとおり、なかなか調

子がいい。何が調子いいかというと、３つの政治レベルで外交を展開しているということ

です。グローバルでは、世界的なレベルでは、世界の大国を目指して多国化を進めている。

中国、ロシアとも協力する。米、日、欧と対決する。それで、国力の増大を図っている。

富国強兵です。これは将来の目標。地域的なレベル、インド、つまり太平洋では何をして

いるかというと、今度はインド外交の現在の主戦場ですが、中国に対抗するために米日と

組むというのがインドの外交です。その下に南アジアのローカルレベルというのがありま
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す。ですから、一見すると、米中露についたり、米日についたり、よくわからないという

のがあるのは、それぞれ狙いとする外交レベルによって進めている外交の内容が違ってく

るということの結果、このようなことが起こっているということになります。 

 これが現在のインドの関心領域です。濃い青い部分が、インドが──これはインドの海

軍が作成した戦略文書 Primary Area and Secondary Area というのがあります。要する

に、インド外交の戦略です。この中で、インドが最大の関心を持っているのは、インド洋

です。インド太平洋で日米印豪州と協力するということを言っていますが、本音の部分で

はインド洋です。 

 南アジアをめぐる印中の綱引きということになりますが、まず CPEC。これはさきほど

ご説明しました。それから、もう一つが BCIM です。バングラデシュ、チャイナ、インデ

ィア、ミャンマー。ものすごく大ざっぱに言うと、この CPEC にしろ BCIM にしろ、これは

中国が南アジアあるいはインド洋に出ていくための戦略です。そうすると、インドは、日

本もそうですが、南北を結びつけるような道路、運輸、インフラの整備については非常に

警戒します。東西はいいです。南北はだめです。ということがあり、この CPEC にしろ

BCIM についても進んでいません。しかし、何にメリットがあるかというと、北東部──

北東部というのはどこかというと、インドのこの辺です。North Eastern Region、NER と

よく略します。ここに去年、一昨年、２回ぐらい現地調査をしてきましたが、やはりこれ

は確かに中国の脅威は感じるだろうなという印象がありましたが、非常な勢いで今インフ

ラ整備が進んでいます。まだまだ不十分ですが、そのように進んでいる。 

 それで、話を戻します。北東部の開発と、この北東部以東のコネクティビティを改善す

るという大きなプラスがあります。マイナス点は、インドは南北のコネクティビティに慎

重、BCIM や BRI、要するに一帯一路の一部だと。インドには中パ経済回廊と BCIM によっ

て中国の挟み打ちを受けられる可能性がある。これは非常に警戒します。 

 それから、RCEP（東アジア地域包括的経済連携）です。インドは対中貿易で大幅な入超

です。2017年、2018年に、インド財務省の統計によると630億米ドルの入超という問題が

あるので、コネクティビティが進む、あるいは BCIM とか CPEC が進むと、これがさらに増

える。さすがにもう去年は合意するだろうと思ったら、だめでした。今年は合意するだろ
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うという印象。現地の人に、知り合いのインド人に時々メールでこの RCEP のやりとりの

ことを話していますが、「今年は合意するのではないか」と言っています。もう一つ、あ

まり焦らしちゃうと、インド外しになる可能性があるという問題があるので、インドとし

てはさすがに合意するだろうと。しかも、インドにとっては東南アジアに、ｅコマースと

かソフトウェアなどいろいろな面で出ていきたいということがありますので、RCEP につ

いては今年の末までには合意するのではないかという印象があります。 

 最後に、今度はインドのコネクティビティに対する日本の支援です。４番、これが結論

の部分になりますが、インドのコネクティビティに対する日本の支援。 

 それで、日印関係の背景ということです。トランプ政権が登場した後、日印関係と印米

関係が大きく変貌しました。どういうことかというと、日米関係の場合、従来の日本とア

メリカの関係は、政治と経済、要するに安保と TPP です。これに FOIP、自由で開かれた

太平洋戦略があります。もう一つは、４カ国、つまりアメリカ、日本、インド、豪州です

ね、４カ国で中国の進出を抑える。これが基本的な、ものすごく大ざっぱに言えば基本的

な日米関係の根幹でした。ところが、日米安保もやや少しクエスチョンマークがつきつつ

ある。何でもアメリカのものを買え、武器調達をしろということがあります。その問題が

起きる。それから、トランプは TPP から脱退しました。ということで、日米関係も少しお

かしくなっている。 

 その次の問題が印米関係です。インドの従来の前提というのは、アメリカのヘゲモニー

はインドの利益にも作動するというように考えて、少なくとも前の政権の、マンモハン・

シン政権まではこの考え方でやってきました。 

 日印関係というのは、両国首脳同士の関係を超えて構造的な必要性を帯びつつあるとい

うことです。何も、モディ、安倍が親しいからというだけではなくて、現在の両国関係を

見ていると、インドも頼りになる国というのはない。なぜかというと、従来はロシアでし

た。ロシアが中国とつき始めています。ということで、インドから見たときに、頼りにな

る国がない。日本から見たときも、私の印象ではアメリカがどうなるかわからないという

ことなので、これは極端な言葉を使うと、marriage of convenience です。ということで、

両方とも現在はお互いにお互いを必要としているという状況があるのではないかというこ
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とです。 

 最後に、日本のインドのコネクティビティへの協力という問題です。これは、2017年９

月の北東部開発について両国首脳が協力しようという声明を出しています。日本は、イン

ド北東部において、インフラ整備や人的交流を中心とする包括的支援を実施するというこ

とを言っています。それから、インドは、日印による連結性の強化は、インド太平洋地域

のさらなる発展のためにも重要だ、ASEAN 諸国やアフリカを初め、具体的な協力を推進し

たい。日本の外務省が出している国別援助方針というのがあります。インドの場合は、コ

ネクティビティと産業競争力の強化ということをその中でうたっています。 

 これは、さきほど申し上げた──この地図を見てください。インドは結構バングラデシ

ュとは相当やりとりしています。国境貿易もおこなっています。トラック等が相当行き交

う。そのときに、そこに行くとこのようなゲートがあり、今写真を写している方がインド

側です。向こう側がバングラデシュです。この写真には出てきませんが、ボーダーセキリ

ュティーフォース、国境警備隊というのがこのチェックポイントをおさめています。 

 それで、北東部への ODA の問題は何がポイントかということですが、これは明らかにイ

ンフラ整備ということになりますが、２つ目的があります。経済発展と安全保障、この２

つの両面から進められているということです。経済発展と安全保障です。特にこの特徴が

最も発揮、最も表面化しているのがアルナーチャル・プラデーシュ。どこかというと、中

国の、あそこに「Ｃ」と書いてある真下あたりがアルナーチャル・プラデーシュ。インド

側の領土になります。そこは、中国が自国の領土だと主張しています。中国語では、南の

チベット、「南蔵」という言葉を使って中国領だと主張しています。そのためにインド政

府としては、この地域のトランスポーテーションをよくするためには、このインフラ整備

を進めなければならない。このインフラ整備を進めれば、同時に結果的にそれが経済発展

に非常に役に立つという考え方から、この北東部の開発を進めています。 

 それで、日本は、この北東部への開発については積極的に協力しています。インドは、

従来、外国の政府が北東部に入ることについては一切ノーです。日本だけに初めてインフ

ラ支援、インフラ整備のための協力をすることを認めた。これはかなり画期的だというこ

とです。経済発展のためだけでしたら多分認めなかったかもしれない。ところが、これに
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安全保障ということが絡んできているので、この北東部開発、北東部へのコネクティビテ

ィについて日本の協力を認めたということになるのではないかというように考えています。 

 （３）です。これは、日本の対印支援は何かということなのですが、2010年に対印 ODA

を急増させた日本は、全体的な ODA 予算が減額される中、中国の台頭で地域的な力の均衡

が変容し始めている状況にあって、日本にとっての地政学的な重要性の高まりを認識して、

対印援助を増額している。プレナンデラ・ジェインさんというオーストラリアのアデレー

ド大学アジア学部の教授で、特に日印関係、日本の ODA について研究している方がこのよ

うなことを言っています。ODA という観点からも、コネクティビティというのはかなりい

ろいろな意味合いを持つようになってきたということがあるだろうと思います。 

 最後に、インドのコネクティビティ政策の将来です。要するに、一帯一路は単なる経済

圏ではないということです。日本の──マスコミの方がここにいらっしゃるので、あまり

言うと言い過ぎかもしれませんが、時々「広域経済圏」という表現が使われますが、ここ

はとても気になって、特に中国のコネクティビティについては広域経済圏ではないだろう

と思っています。これはあくまでも2049年までに世界大国になる、そのための重要な戦略

の一環です。ですから、単に経済的な要因だけではなくて、経済、政治、安全保障の側面

からやはり捉えていく必要があるだろう。 

 ケビン・ラッドという元オーストラリアの首相だった人がいます。彼は中国語もできる、

話せて書ける有名な中国研究者です。彼は何と言っていたかというと、これは『朝日新

聞』に出た対談というか、意見ですが、中国が率先して既存の国際秩序を塗りかえていく

ことを決定し、その具体的な巨大経済圏の BRI、中華民族の偉大な復興という中国の夢を

実現し、2049年までに世界トップクラスの国際的な影響力の地位を取り戻すということが

今やっている中国の対外政策だと。コネクティビティ政策もそのような位置づけで考える

べきだということです。 

 最後に、選挙を申し上げます。昨日で９億人の有権者によるインドの総選挙が終わりま

した。７回に分けて──９億人いるので、一挙にできない。７段階に分けてやっていた選

挙が昨日終わりました。まだ結果は出ていません。今週の木曜日に、電子投票なので、す

ぐに結果が出ます。今のところどうなのか。インドはインド太平洋で中国にコネクティビ
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ティでフリーハンドを与えたくないというのがあります。それとインドの選挙の結果がど

うなるかということなのですが、今のところ、７回に分けて選挙をやってきたのですが、

各マスメディアと研究所は出口調査をやっています。出口調査をやっていて、大体結果が

わかってきました。インドの新聞は、今日からその出口調査を公開し始めました。過半数

が543議席中272議席です。どうやら、与党のインド人民党が280議席に届きそうです。従

来の予想は連合政権だろうと言われていました。第７次の投票が行われるまでは、連合政

権の可能性が高い。インド人民党＋与党連合である国民民主同盟＋どこかの党とつくのだ

ろうという予想だったのですが、今のところ、どうも与党連合が勝ちそうだということが

あります。もし逆に勝てないとどうなるか。日本との関係で言えば、例えば新幹線をムン

バイとアフマダーバードでやっています。これは、土地の収用がうまく進んでいません。

このような、いろいろな問題がどんどん出てくることになり、結構日本の対印協力がうま

くいかなくなる可能性がありますが、もし勝つと比較的その辺はうまくやっていける可能

性があるということです。とりあえずお話を終わりたいと思います。（拍手） 

○浦田座長 どうもありがとうございました。それでは、大体20分ぐらい、お時間いただ

いていますので、質疑応答に入りたいと思います。いつものように、ご質問、コメントが

ある方はネームプレートを立てていただければこちらから指名させていただきます。いか

がでしょうか。 

○稲垣氏 どうもありがとうございました。コネクティビティという概念を用いてインド

を分析するというのは私にとってはおもしろい視点で、非常にわかりやすくお話しいただ

きました。ただ、今日の先生のプレゼンは、国外とのコネクティビティが中心で、これは

安保とも密接に関係しているというのは大変よくわかりやすかったのですが、一方で、イ

ンドの地政学というか、地政経済学的に言って、確かに東西アジアの真ん中にあってとい

うのですけれども、海は確かにそれがよくわかるのですが、陸上交通を考えると、それは

昔のシルクロードの通り方を見ても、やはりインドは出っ張っているので、こっちを回っ

ていくと損なんですよね。そうすると、中国の関心は、確かに東西に行ってしまい、そも

そもインドの南北の陸上交通には関心がないのではないかというのが私の推測するところ

です。要するに、中国にとっては結局、インド洋ないし南の方に出て、中東とのエネルギ
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ーの関係さえ確保できれば、海もそれだけが多分関心事項だろうと。さらにヨーロッパま

で伸びているのかもしれませんけれども。 

 という理解でよろしいのかどうかということと、インドの国内経済のことを考えると、

どう見ても南北のコネクティビティが悪いので、中国の関与について東西は気にしないけ

れども南北は気にするというのは、やはり安保の観点がすごく強く出ているということだ

けなのか。逆に言うと、それを利用してというか──利用してと言いますと言葉が悪いの

ですが、南北のコネクティビティを改善するために外の力を借りるという、恐らく日本は

そこを期待されているところがあるのではないかと思います。それについてはどのように

お考えなのかというのをお聞かせ願えますか。お願いします。 

○堀本客員教授 この地図を見てもおわかりのとおり、中国としては、アラビア海とベン

ガル湾に出たいというのが基本的な発想です。したがって、このルートを開発する必要が

ある。ということで、まず、その関係で今、一帯一路政策を進めていますが、一帯一路政

策の場合に、海というのは、要するに海南島からずっと出て中東に至る経路というのは一

帯一路では重要な柱です。陸についても、ユーラシア大陸を通るというプランもちゃんと

今つくっています。陸上については、中国が考えているコネクティビティというのは陸上

も海も両方を兼ねているというように言っていい。特に、その両者がうまく合体している

というか、両方の海上と陸上の要素を取り込んでいるのが、ある意味では CPEC、中パ経

済回廊です。つまり、パキスタンを通り、アラビア海に出る。アラビア海から出ると、今

度は中東にアクセスをしていくということなので、中国が考えるコネクティビティという

のは、そのような意味合いを持つだろう。インドもそれについては十分に認識しています。

特にインド人と話すと、そこまで考えなくてもいいではないのというくらい、多分──イ

ンド関係者が皆さんここに多くいらっしゃるのですが、そこまで気にするのかという感じ

です。中国の存在、中国の進出が具体的にあらわれるのが CPEC、中パ経済回廊です。中

国の出方については非常に気を遣っているという理由があるので、インドから見たときに、

南北の動き、南北をコネクトするような動きについては非常に慎重になるという状況が生

まれるのではないかと思います。 

 もっと言うと、ここまで言うと言い過ぎかもしれないですが、インドから見たときに、
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中国は大国にいずれなる、インドもいずれはなると思っているのですが、力のギャップが

あるということは非常によく理解しています。今、グローバル GDP では５位にいます。約

４兆ドル。中国が13兆ドルぐらいですから、何とかしてそれに追いつきたい。軍事費はイ

ンドもどんどん伸びています。ということなので、いずれはなりたいのだけれども、まだ

ギャップがある。だから、そういうふうな国力、簡単に言えば国防費、それから GDP の両

面で、とにかく時間稼ぎをしたい。その時間稼ぎをするためには中国にどんどんやられて

は困るというのがあり、南北の動きについては非常に警戒する。だから、さっき申し上げ

た BCIM については、なるべく進めないようにするということがインドの方針というよう

に言ってもいいだろうと思います。 

 多少これに絡んでくるのが RCEP です。RCEP についても、インドにはやはりどうも自由

主義者、自由主義経済の人が少ないのではないかという印象があります、RCEP の場合、

あれは自由主義経済をどんどん進めたいわけですから、ところがインドの特にお役人には

進めたくないという傾向が強いのかなという印象があります。それはインドの研究者も指

摘することです。あんまりやりたくないのではないかと。だから、色々と言っているので

はないかというようなことを言う人もいらっしゃいます。 

○浦田座長 よろしいでしょうか。西濱さん、どうぞ。 

○西濱主席エコノミスト 包括的なお話をいただきまして、まことにありがとうございま

した。 

 今 RCEP のお話もありましたが、私が非常に気になりますのは、インドがアジアや東の

方にウィングを広げていくために RCEP に合意するのではないかというお話がありました。

一方、この３月、アメリカのトランプ政権がインドに対する特恵関税を撤廃するという話

も追い風になるのかどうかというところについて、ご見解を伺いたいと思います。トラン

プ政権が、インドとトルコに対して特恵関税制度、この対象から外すというようなことを

通告していますが、こうした動きも RCEP にある種インドがたなびいていく、ないし追い

風になるのかどうかという点についてお伺いできればと思います。 

○堀本客員教授 トランプのトルコとインドに対する政策というのは、基本的に、はっき

り言うと両方とも大した量ではないので──僕の見方ですが、多少猶予期間、猶予を認め
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てもいいというように思っているかもしれないということがあります。 

 もう一つ、最近ちょっと、新聞では報道されないことですが、パキスタンに有名なテロ

リスト──2008年に170人をムンバイで殺したアズハールという、ラシュカレタイバとい

うイスラームテロ組織がありますが、その親分を、インドが国連側のテロリストとして認

定させようとしているのをさせなかったが、やっと認定した。ついに先月。それは何でそ

のようなことをしたのだろう──中国が絶対反対してきました。それは中国とパキスタン

の関係で、パキスタンの場合はテロリストがくっついていますから。ということで、今ま

で中国が抑えていたけれども、ついに認めたのです。 

 ということで考えると、いろいろな中国、インドとアメリカの動きというのは、原油の

輸出の問題も含めて、いろいろな裏での取引をしているのではないか。そういうことはな

かなか表には報道されませんので、恐らくそのようなギブアンドテイクをしながら調整を

している。だから、今回の、今おっしゃるトルコの問題についても、この問題だけを取り

上げてみるとそうかもしれないけれども、裏で報道されていない、いろいろな両国間の取

引の１つで、これは出してもいい、これは出してはいけないというようなことが多くある

だろうと思いますということの中で捉えたほうがいいのではないか。それだけで捉えてし

まうと、ややそれにミスリードされる可能性があるので、両国関係というのは、特にトラ

ンプというのはよくわからないですが、やはり勘定はしっかりしているのですね。トラン

プ政権の勘定の場合は。だから、これはだめ、これは仕方ないから、親分が言うからやっ

てしまおうかというのはあるのですが、一方ではかなりのところまで官僚レベルで抑えて

いる中身というのは結構あるだろうと思いますので、必ずしも全部が全部、トランプ政権、

トランプ大統領の指示・意向で動いているとは僕は思えないという印象もあります。特に

経済関係──経済だけじゃなく、全部そうですね。全部、トランプが言っていることと実

際に進めていること、特にインドの動きについては結構細かくフォローしていますが、ど

うもトランプが言っていることは違う。トランプに対して結構事務局からもストップをか

けていますから、一概に１つの事象だけを取り上げて、それによってアメリカの対印政策

が変わった変わらないというのは、少しわかりにくいところがあります。 

〇小部副所長 ありがとうございました。RCEP の関係で質問させていただきます。 
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 今の状況で RCEP が仮に合意したということになりますと、もちろんインドにとっての

一定の影響というのもありますが、他の参加国にとってもメリットが出てくるわけです。

そうすると、RCEP をどういう形で進めるのかということを、インドとしては最終局面に

なってきたら真面目に考えなければいけないということがあると思います。単に警戒して

いるだけではインド抜き合意のリスクも考えなければならず、それなりに ASEAN との間の

調整も行いつつ、国内の成長、競争力を高めていくということも大事な課題だと思います。 

 先ほど、インターナショナルなコネクティビティの問題のご質問がありましたが、国内

でのコネクティビティ、どちらかというと国内の生産性向上、競争力強化というところの

取り組みが本来ないと、RCEP を仮に合意したとしても、それがインドにとってプラスに

働くかどうかというのはわからないところがあると思うのですが、そのあたりをどう見て

おられるかについて伺いたいと思います。 

○堀本客員教授 本当におっしゃるとおりです。だから、今、仮に今年度いっぱいに

RCEP が合意され、妥結したとしても、次は具体的にさらに細部を詰めないといけません

から、その細部を詰めるときに、また七転八倒の苦しみを、多分 RCEP の国々は、関係加

盟国は持つだろうと思います。特に各国とも RCEP で少しでもいい条件で合意に至るとい

うことが今ありますので、だから今は５月ですが、12月あたりまでで、特に11月頃になる

とものすごい舞台裏での駆け引きが始まるだろうと思いますが、いずれにしても、それは

ある程度妥協させる。妥協させた後で、具体的にそれをどう進めるのかということが、ま

さにおっしゃるとおり、これから RCEP にとっては大きな問題になるだろうという印象が

あります。そうでないと、インドにとっては、RCEP に入るというのは、大した役割はな

いけれども APEC にも加盟したいのです。APEC に加盟するためには、やはり RCEP に入っ

ておけば加盟できますから。大した意味は APEC にはありませんが、だけどやはり、一応

ノミナルなプレゼンスとしても加盟していることが大きな役割を持つことがあるので、そ

ういう意味では加盟しておきたい。 

 もう一つは、RCEP に入ることによって対中を何とかうまくやりたい。つまり、自分の

国が入れば中国に対する牽制とか中国に対するいろいろな問題で対応できるということが

あります。もっと極端に言えば、インドにとって RCEP というのはアクト・イースト政策
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の根幹です。だから、幾ら国内で反対が起きた、あったとしても、これは突破するだろう

と思います。 

 そういうときに何が起こるかというと、選挙結果がどのぐらいよかったのか。つまり、

連合政権になったら進まないだろうと思っていました。私の今の印象では。ところが、こ

れが単純過半数に届けば突破できる。だから、その選挙結果がどのようになるかというの

は、今後のインドの国際的な関係にも非常に大きな影響を与える。ということなので、連

合政権だとインドの政策・外交はもたもたするはずです。連合政権でなければ、少なくと

も今の国民民主同盟の政権が続けば、かなり従来の政策と同じようなコンシステンシー、

一貫性ある政策を継続できるだろうというふうに見ています。ですから、そういう意味で、

今回のインドの選挙結果というのは、インドの外交にとっては非常に大きい──もちろん

内政もそうですが──というふうに見ています。おっしゃるように、特に RCEP がこれか

らのインドにとって、東南アジア外交あるいは ASEAN との関係、そういった面も含めて非

常に大きな意味を持ってくることになりますので、かなり頑張るだろうと思います。年内

に妥結すれば。もしこれで来年まで延びるということになるとどうなってしまうのだろう

という気がします。もしこれで、しかも今の与党が過半数をとれなかったとなると、ぐち

ゃぐちゃになるだろうなという印象があります。バリでこの RCEP の会合があったとき、

たまたまバリにいて、見ていて、ずっと話を聞いていたのですが──インド人が「大変な

んだよ、大変なんだよ」とブツブツ言っていました。 

○小島名誉教授 大変壮大な枠組みのお話をありがとうございました。私の質問は、バン

グラデシュ、中国、インド、ミャンマーの BCIM イニシアチブについてですが、４月に中

国の一帯一路会議がありました際、インドは代表者を出しておりません。そこで共同コミ

ュニケを見ますと、35件の経済回廊あるいはプロジェクトのリストが掲載されているので

すが、その中には BCIM が抜けているのですね。かわりに、例えば中国ミャンマー経済回

廊や、ネパール中国トランスヒマラヤコネクティビティなどが入っておりまして、果たし

てこれはどのようなことを意味するのか。中国は、やはりインドは安全保障面においてか

なり手ごわい相手だということで、BCIM は一時棚上げという形で以てそういった戦略に

出ているのか、基本的には中国とインドの東部周辺地域に係わるコネクティビティの関係
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は変わらないのかどうか、その点の先生のご見解をお願いしたいと思います。 

○堀本客員教授 従来の動きを見ていますと、特に BCIM、バングラデシュ、チャイナ、

インディア、ミャンマーですが、会議派のマンモハン政権のときまでは結構インドはやる

気がありました。2014年ごろまでです。2014年ぐらいから、一帯一路政策がもう公式化さ

れ始めたころから、非常にインドが慎重になりました。それで、どのようなことかなと思

い、見たり話を聞いたりしていますと、この BCIM が中国の一帯一路の一部だという位置

づけに変わった。2014年頃に。それまでは単独の事業だという言い方を中国はしていまし

た。ところが、そうではなくて、CPEC もあるし、BCIM もあるし、一帯一路の大きな構想

の中の一環だということになって、インドとしては非常にこれに対して慎重になったとい

うことがあります。これが１つ。 

 それから、もう一つは、中国の国内事情で、BCIM を担当していたのは李克強です。首

相の李克強が主に中心になってこの BCIM を進めようとしていて、彼が初めて外遊したと

き、インドに来て BCIM をやろうと言ったときに、インド側もやりましょうという態度を

とりましたが、その後どうなったかというと、中国側で明らかに習近平の力が強くなって

きて力関係が変わっています。ということになると、何も李克強のやっていることに習近

平が協力する必要はないのではないかというように多分もしかしたら考えているかもしれ

ない。 

 ３番目には、インドがやる気を示さないのではないかということが非常に強くあります。 

ということなので、そうなるとやはり中国としては、今、小島先生がおっしゃるように、

中国とネパール、これは従来から強い関係があります。現に青蔵鉄道がずっとチベットを

通ってネパールに入ろうとしています。もう一つ、ミャンマーについても同じように両国

間でコネクティビティの動きを進めています。ですから、もしかしたら、これは別に中国

の政府関係者から聞いた話ではありませんが、少なくともそういったコネクティビティと

いうのは一挙に全部できるわけではないので、部分的な──さっきの南北経済回廊ですね、

ムンバイからモスクワに至るように、あれは今、部分々で、ぶつ切りでできているのです。

同じように、もしかしたら中国は、インドがそこまで嫌だと言うのだったら無理してやる

ことはないのではないかと。できるところからやっていこう。具体的にネパールはできま
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す。それから、ミャンマーについても十分できます。ということなので、少なくとも

BCIM については、中国は、こういった様々な状況や背景を考えると、部分々をまずつく

ってしまう。ピースをつくってしまうと。ピースをつくった上で、いずれ一体化をすれば

事実上の BCIM になりますので、そのようなことを考えているのではないかという印象が

あります。 

○浦田座長 時間がもうほとんどなくなってきているのですけれども、時間を少し延ばし

てもいいですか。では、質問をまずしていただいて、それをまとめて堀本先生から答えて

いただきたいと思います。簡潔にお願いいたします。 

○島田社長 聞いたところによりますと、コングレスの総裁のラーフル・ガンディーは、

2019年は投げたと。勝てない。モディには勝てない。だから2024年に向けて野党連合を結

束していこうと言っているらしいのですが、ラーフル・ガンディーの政治的資質について

堀本先生個人的にどうお考えでしょうか。 

○村山課長補佐 お話ありがとうございました。冒頭で、国内で見ると、Make in India

というのを推進している関係で、そのポイントはインフラ整備という話があったのですが、

前回のワークショップでは、インドにおける製造業の割合が、GDP の産業別シェアでみる

と、20%弱で横ばいの状況が続いているとのことでしたので、それと関連して、インドに

おけるインフラ整備が進まない理由についてどのように考えていらっしゃるか。それは政

治的な理由で、土地収用に関連する法整備が進まないことが要因だとしたら、それは今回

の総選挙を受けて変わり得るのかどうかがまず１つと、農村部から製造業を営む都市部へ

の人の移動が進まないといった経済的要因が製造業の発展に関係しているのだとすれば、

そうした要因が変わってき得るのかという２点をお伺いできればと思います。 

 追加で、RCEP と APEC についてご発言があったと思いますが、詳細について、時間の許

す範囲でご説明いただけましたら幸いです。 

○堀本客員教授 わかりました。 

○浦田座長 すみません、私からも１つだけ質問があります。 

 RCEP のことですが、インドが RCEP に入るということは、中国との貿易を自由化すると

いうことであるとするならば、Make in India というプロジェクトと全く整合性がないと
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いいますか、Make in India プロジェクトはまず成功しないだろうと思われます。つまり、

中国から工業製品が自由に入ってくるようになったら、Make in India プロジェクトの実

現は難しいというように考えられるのですが、いかがでしょうか。それで、これは研究者

の間でだけですが、特に中国とかオーストラリアの研究者と話していると、RCEP 交渉で

は、インドが非常に大きな障害である。ですので、RCEP 交渉合意を実現させるには、イ

ンドに少し待っていてもらうのが良いのではないかという意見がきかれます。RCEP をフ

レキシブルなものにして、インドが参加できるようになったらウェルカムだから、それま

では待っていてくれと誰かが言わないといけないのではないかというようなことを言うわ

けですが、もしそのような状況になったならばインドはどう対応するでしょうか。 

 以上です。 

○堀本客員教授 ありがとうございます。最初のインドの会議派が今回の選挙ではなく

2024年ということですが、多少はあるうるかなという印象があります。理由は、会議派が

2009年に勝って、２回、２期連続やっている。今度、モディ政権の場合、インド人民党の

場合に、今は２期目を争っているわけです。そうなると、今回の選挙でモディが勝つ可能

性は結構私は高いのかなと。さきほど申し上げたように、出口調査では結構高そうだとい

うことがある。 

 例えば、これが最新号の「TIME」の記事です。これはモディ政権に、とても厳しい内容

です。著者がパキスタン人の方で、今はアメリカに住んでいる。ということで、結構厳し

い。なかなか鋭い内容です。それで、モディのことをこの中でぼろくそに言っています。

このタイトルが「INDIA’S DIVIDER IN CHIEF」というようなタイトルを掲げるぐらいで

すが、今のところ、その辺がどうなるのか。 

 インドの選挙予測はいつも外れます。外れて、例えば2004年のときは会議派が勝ってイ

ンド人民党が負けた選挙ですが、その年に選挙の後に行き、いろいろな人に会って話を聞

いたら、選挙ウオッチャーはやっぱり都市部しか見ていないから、農村部がわからない。

農村部の票というのは読めない。やはりモディ政権の評価として、農村部に対する手だて

が弱いという印象があります。借金が返せないため、一昨年だけで１万5000人以上が自殺

しています。このような状況があるので、インドの状況が今後どうなるか。今回について
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はラーフルはそのように思っているかもしれないです。大いにあり得ます。 

 もう１期だけモディにやらせてということも考えられるのですが、これは全く私の個人

的な好みですが、インドの最大のソフトパワーは何かといったら民主主義だと思います。

その最大のソフトパワーの民主主義という観点からすれば、やっぱり連合政権が好ましい。

今まで５年間、モディがやっていることを見ると、かなり荒っぽいのです。ヒンドゥー・

ナショナリスティックなことをどんどんやっているということがあるので、それを見ると

少し、大丈夫なのかという印象があります。という意味で、一方では期待、一方では現実

を見ると、今回もしかしたらインド人民党が勝ち、次の選挙で、今はモディが67歳ですか

ら、彼もおじいちゃんになってやる気がなくなってやめる可能性もある。というあたりで

かわるかなという印象もあります。 

 それで、もう一つの２番目ですが、インドの製造業、インフラ、農村部、RCEP、APEC

との関係ですが、インドの製造業、モディが政権についたときに、2020年までには製造業

の GDP に占める割合を25％にするというのが公約でした。現在17～18％ぐらいのはずです。

ですから、全然実現していません。製造業の占めるシェアを高めるというのは、これは並

大抵のことではないだろうと思います。もちろんインド、モディ政権が、この間、破産法

とか会社倒産法とかいろいろな、あるいはサービス税をつくるとか、いろいろな政策を打

ち出しましたが、経済政策が具体的にプロダクトとなってあらわれていくまでにはどうし

てもタイムラグがあるだろうと思います。そのタイムラグを考えると、これはなかなか大

変だろうという印象があります。そのような意味で、製造業が今後増えるのかどうかとい

う問題が１つモディ政権にとって大きな試金石になるだろうと思いますが、一方では、そ

う言いながらも、私は経済の専門家ではないので、どうしてもなかなかよくわからない問

題というのは、結局、今の世の中の、世界のものづくりというのはどんどんとロボット化

していますよね。人手を使ったものづくりというのがこれからどうなっていくのだろうか

というのが非常に気になるところで、モディが製造業を増やしても、結局収入の低いプロ

ダクトで外貨を稼ぐというやり方でうまくいくのだろうかという疑問が非常に強くありま

す。だから、その辺をどのようにこれから具体的に進めていくのかということですが、そ

の辺でインドの製造業はこれからどうなっていくかということが決まってくる。仮に２期
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目もあるとすれば、もう少し具体的な経済政策を打ち出すだろうと思います。 

 もう一つは、結構憲法を修正しなければいけない、法律を改正しなければいけないとい

うことがありますから、州の承認が必要になります。これにもし勝てば、インド人民党の

与党州が増えます。そうすると、かなり憲法は改正しやすくなるという問題が１つありま

す。それがどうなるか。 

 それから、農村部の問題については、これは大変です。農村部というのはやはり相当変

わっています。本当に相当変わっていますが、まだまだ大変だろうなという印象がありま

す。 

 もう一つ、インドで起きている問題というのは、都市化現象が大都市近郊で起きている。

どんどんと都市人口、都市に人が流れ込んでいるというアーバにゼーションがどんどんと

進んでいますので、その辺がどのように今後変わっていくのかという問題。要するに、農

業をやっても食えないのです。それで、インド人民党がやっている農業政策、価格支持の

問題──価格をサポートです。この問題についても、コメ、麦、全部ではないので、必ず

しも農民が裨益しているわけではない。もっと極端に言えば、富農層から中農の上あたり

まではそれにより儲かるのですが、そこから下のレベルというのは、さらに農業労働者に

とっては全然裨益していないという問題がありますので、その辺で農村部のあり方がどう

変わっていくのかという問題があるだろうと思います。 

 最後の APEC。APEC はもうほとんど意味がない──ないとは言わないですが、ただ、イ

ンドの長年の主張です。APEC は、たしか1989年に、向こう10年間は新しいメンバーを入

れないということを決めたはずです。もうその時期はとうに過ぎていますが、まだ実現し

ない。ということなので、その辺は、あまり、APEC そのものの意味がなくなってきたの

で、どうなのかという印象があります。 

 最後に、RCEP と Make in India とインドの障害という問題ですが、インドの場合に、

この RCEP の議論のときに、皆さんよくご存じのとおり、インド外しが結構議論としてあ

りました。何回も何回も、暗礁に上げる理由は大体インドです。大体インドが反対して、

だめだ、だめだと言って、RCEP が前に進まないという傾向があります。だけど、一方で

はインドもなかなか取引のうまい国で、散々反対しておいて、じゃあこれを通せという駆
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け引きが大変うまい国です。なので、今回もそういった取引をやって RCEP を通すために、

ここまでは譲れ、こっちは譲るというようなことがこれから起こる可能性があるだろうと

いうように思います。結局、RCEP にインドも入りたい、本音では入りたいはずです。年

に２～３回ニューデリーに行きますが、話を聞いてもやはり入りたいんです。もう一つ、

消極的には、インドが入らない RCEP なんてあるかということです。要するに、インドは、

アジアの大国だろうと。それが入っていない RCEP なんてあり得ないというようなところ

も感じることがあります。 

○浦田座長 ありがとうございます。予定の時間を少しオーバーしてしまいましたので、

この辺で今日のワークショップは終わりにしたいと思います。 

 事務局から連絡がありますので、よろしくお願いいたします。 

○事務局 ありがとうございます。今後のインドワークショップの予定についてご連絡を

させていただきます。 

 次回、第３回は、総選挙後の政治状況、経済政策をテーマにいたしまして、６月13日

（木曜日）に、帝京大学の三輪先生をお呼びして開催させていただきます。 

 では、これにて閉会をいたします。 

 本日は非常に活発な議論がありまして、大変有意義な会合になったと考えております。

引き続きどうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

午後３時10分閉会 


